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研究成果の概要： 
先行研究での課題を踏まえ、圧測定値の安定化、手部の圧力以外に及ぼす影響を再考した。

本研究の目的は、新生児の沐浴における児頭固定時の手部の圧力に着目し、試作した圧力調整
用模擬練習装置（以下、模擬練習装置と表記する）を用いた児頭固定の教示方法の効果をみる
ことである。被験者は、沐浴に対して初学者である青年 18 名で、うち模擬練習装置を使用して
トレーニングを行った TR 群 11 名、トレーニングを行わなかった NTR 群 7 名である。また、両
群は助産師の資格を有し沐浴の経験がある熟練群（以下、Skilled Persons 群：S群と表記する）
11 名と比較し評価した。その結果、以下のことが明らかになった。S 群の平均圧力は T 部 9.5
±9.5kPa、 M 部 11.4±9.9kPa、F 部 23.7±15.1kPa、圧力比は、T部：M 部：F部＝221：270：
509 であった。S群と TR 群の各実験日との平均圧力比の比較では、F部は 1日目に 1％水準で有
意に低く、2～7 日目は有意差がなかった。一方、NTR 群の F部は 1～7日目の全てにおいて 1～
5％水準で有意差があった。以上のことから、練習装置を用いて児頭固定を行った初学者は、特
に F部においては S群に近づく傾向が示され、本研究における教示方法は現代背景に沿った養
育者の教育に応用可能であると考える。 
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１．研究開始当初の背景 
（1）新生児の沐浴は、皮膚の清潔保持のみ
ならず養育者と児の相互作用の側面からも
重要な育児技術の 1 つである。沐浴技術は、
養育者や児の生活状況に密着した、スキンシ

ップをとおして関わる技術であり、これを講
義形式のみで習得することは難しく、実際に
その場で体験しながら習得していく性質が
ある。しかし現代では核家族化が進み、産前
から子どもに接する機会が減少し育児全般

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2006 ～ 2008   

課題番号：１８７９１６４２ 

研究課題名（和文） 初学者における沐浴技術の早期習得に関する検討 

                     

研究課題名（英文） A Learning Process of Beginners of Supporting Head of Newborn Babies 

While Bathing 

研究代表者 

今田 葉子（IMADA YOKO） 

岐阜大学・医学部・助教 

 研究者番号：００３２６１６７ 

 



の生活体験が希薄したことで、育児技術の早
期習得が困難になってきている。 
（2）助産師と初学者の沐浴技術を観察する
と、新生児を支える手の力加減や安定感が異
なる。その原因は、初学者では技術に対する
未熟さや新生児の支え方の具体的手法が理
解しにくいためである。初学者は、沐浴技術
をビデオ教材や模擬人形等により学習しよ
うとするのであるが、実際の新生児の触感や
体動に対応できないことがその習得を困難
にさせている。沐浴の対象は脆弱な新生児で
あり、新生児は首が据わっていない上に体動
が活発で、さらに沐浴は石鹸を使用するため、
沐浴技術の中で新生児の頭部を固定して支
持する動作(以下、児頭固定と表記する)を早
期に習得することが必須であると考えた。 
 
２．研究の目的 
新生児の沐浴における児頭固定時の手部

の圧力に着目し、模擬練習装置を用いた児頭
固定の教示方法の効果をみることである。 
 
３．研究の方法 
(１)研究対象 
被験者は、研究の趣旨に同意し、利き手が

右手であり沐浴に対して初学者である青年
18 名（TR 群 11 名および NTR 群 7 名）、およ
び利き手が右手である S群 11 名である。 
(２)被験者の概要 
被験者の平均年齢は、TR 群 19.6±3.6 歳、

NTR 群 21.6±2.8 歳、S群 37.2±6.4 歳で、S
群の平均沐浴実施経験年数は 11.8±5.7 年、
平均沐浴回数は、5.8±3.8 回/日である。 
(３)実験手順 
手掌部の圧力測定は、先行研究［今田葉子

他，産業保健人間工学研究.2007，9(1)，23
‐28．］で行った沐浴の際の児頭固定時に効
果的で効率よく働かせる手掌部のポイント
の中で、図 1のように最も主要に働き特徴づ
けられる 3 部位を測定部位とし、TR 群・NTR
群ともに連続した 7 日間で 3 回/日ずつ行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 手掌部の圧力測定部位（T・M・F 部） 

 
実験 1日目は、教材に使用される新生児沐

浴手順のビデオ（メディカ出版 (株)メディ
カエクセレントビデオシリーズ）の一部を初
学者の両群に見せ児頭固定の方法を学ばせ

てから圧力測定を行った。実験 2日目以降は、
TR 群には試作した練習装置を用いた練習を
毎日 10 回行った直後に圧力測定を、NTR 群に
は練習装置を用いず圧力測定を行った。圧力
測定用具には、高精度で信頼性・再現性に優
れた PSM 型超小型圧力センサ（共和電業(株) 
PSM-1KA）を防水加工して用いた。また、実
験の環境設定は床にベビーバス（コンビ(株) 
ベビーバス PE）を設置し、規定の位置で立て
膝をつき左手で児頭固定を、右手で沐浴人形
（高研(株)コウケンベビー LM-026 M）の前
胸部を洗う動作をしている 10 秒間を選定し
た。また、湯温は 37～39℃、湯量は 28l、室
内温度は 27℃を保った。尚、実験は 1名ずつ
行い、両群間での情報が交差しないよう実験
期間や場所を区別して行った。 
①練習装置 
 この練習装置は視覚フィードバック型の
圧力調整が可能な装置で、センサ部および圧
力計測・表示部からなる。試作した練習装置
を用いて、予め熟練者の児頭固定時の把持特
性を計測し、平均値・SD を示した。3部位の
許容範囲を初学者が視覚的に捉えやすいよ
う直流電圧計のメモリ上に印を付け、初学者
がプラスマイナスの SD の範囲内で児頭固定
の圧力調整が 3部位同時にできるように練習
を行わせるための装置とした。尚、圧測定値
の安定化を図るため、デチタルマルチメータ
（SANWA(株)PC500）にてセンサの校正を行っ
た。 
②練習装置を用いた児頭固定の教示方法 
練習装置による児頭固定の練習は、3 部位

に貼付したセンサが沐浴人形のどこに当た
ればよいのかを示すために、予め沐浴人形の
両耳介および頚椎点に印を付け、印の部分に
3 つのセンサが触れるように持たせた。3 部
位の中で両耳介を支持する母指指小球部（以
下、T部と表記する）と中指指小球部（以下、
M 部と表記する）については、耳孔に湯が入
らないよう防止する役目があることを説明
した。そして、小指指間小球部（以下、F 部
と表記する）を含む 3 部位に力を入れさせ、
センサに繋がっている電圧計の針が動くこ
とを確認させた後、3 つの電圧計を同時に見
て、許容範囲内に針がふれるよう力加減の調
整をさせた。練習は、3 部位の力加減がそれ
ぞれの電圧計の許容範囲内に同時に入った
ときを 1 回とし、合計 10 回連続して行うこ
とや被験者がその回数をカウントすること
を説明した。 
(４）分析方法 
測定データは各被験者の 3回/日、7日分を

扱った。また、測定データは浴槽内にて左手
で児頭固定し右手で沐浴人形の前胸部に湯
をかけている状態の沐浴動作の区間で、安定
している中間 5秒間の測定値を 0.5 秒単位で、
合計 11 ヵ所抽出した。データは、統計ソフ
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ト SPSS13.0J を用いて基本統計量を算出し、
両群間の比較については Wilcoxon の順位和
検定を、経日的な変化の比較については、
Steel の多重比較検定を行った。 
(５)倫理的配慮 
本研究にあたり、三重県立看護大学研究倫

理委員会の承認を得て行った。被験者には実
験前に本研究の趣旨を口頭および書面で説
明し、同意を得た。測定機器の使用は、感電
防止など被験者の安全に努めた。実験終了後、
NTR 群の被験者には沐浴時における正しい児
頭固定のし方を、また実験に関する質問を受
けた時には、全ての被験者に対して口頭説明
を行った。 
 
４．研究成果 
(１)S 群における 3部位の圧力および圧力比 
S 群の平均圧力は T 部 9.5±9.5kPa、 M 部

11.4±9.9kPa、F 部 23.7±15.1kPa、圧力比
は、T部：M部：F 部＝221：270：509 であっ
た。 
 

(２)実験 1 日目の TR 群と NTR 群間における
圧力および圧力比 
 実験 1 日目の TR 群と NTR 群の圧力の中央
値および平均圧力比は、図 2 に示すとおり T
部・M 部・F部の全てに有意差は認められず、
両群の初学者に偏りがないことがわかった。 
 

 
図 2 1 日目の TR 群と NTR 群の圧力の比較 
注）実験 1 日目のＴＲ群とＮＴＲ群の圧力中央値を Wilcoxon

の順位和検定で比較した。 

 
(３)S群とTR群間の各実験日での圧力および
圧力比の比較 
図 3～8 に示すとおり圧力比の比較におい

て、TR 群の T部は実験 1日目に 1％水準で有
意に高かった。またF部は同じく1日目に1％
水準で有意に低く、ともに 2～7 日目まで有
意差は認められなかった。また M 部は 1～7
日目までの全てにおいて有意差は認められ
なかった。 
さらに圧力の比較では、TR 群の T部は実験

1 日目に 1％水準で有意に高く、2～4 日目ま
で有意差は認められなくなり、再び 5・6 日
目に 5％水準で有意に高くなり、7 日目に有
意差が認められなくなった。一方 M部は 1～6

日目までは有意差が認められず、7日目に 5％
水準で有意に高かった。そして F部は 1日目
は 5％水準で有意に低く、2～4日目まで有意
差は認められず、再び 5 日目に 5％水準で有
意に高く、6・7日目は有意差が認められなか
った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

図 3 S群と TR群間、Ｓ群と NTR群間でのT部

における圧力比の比較 
注）破線    は、S 群の T 部における圧力比を示し、これを

基準に TR 群・NTR 群別に実験 1～7 日目までを Wilcoxon

の順位和検定を行った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 S 群と TR 群間、S 群と NTR 群間の M 部

における圧力比のの比較 
注）破線    は、S 群の M 部における圧力比を示し、これを

基準に TR 群・NTR 群別に実験 1～7 日目までを Wilcoxon

の順位和検定を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図5 S群と TR群間、S群と NTR群間のF部に

おける圧力比の比較 
注）破線    は、S 群の F 部における圧力比を示し、これを

基準に TR 群・NTR 群別に実験 1～7 日目までを Wilcoxon

の順位和検定を行った。 
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図 6 S群と TR群間、S群とNTR群間のT部に

おける圧力の比較 
注）破線    は、S 群の T 部における圧力中央値を示し、こ

れを基準にTR群・NTR群別に実験17日目までをWilcoxon

の順位和検定を行った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7 S 群と TR 群間、S 群と NTR 群間の M 部

における圧力の比較 
注）破線    は、S 群の M 部における圧力中央値を示し、こ

れを基準に TR 群・NTR 群別に実験 1～7 日目までを

Wilcoxon の順位和検定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 8 S群と TR群間、S群と NTR群間のF部に

おける圧力の比較 
注）破線    は、S 群の F 部における圧力中央値を示し、こ

れを基準に TR 群・NTR 群別に実験 1～7 日目までを

Wilcoxon の順位和検定を行った。 

 
(４)S 群と NTR 群間の各実験日での圧力およ
び圧力比の比較 
図 3～8に示すとおり圧力比は、NTR 群の T

部は実験 1～7 日目の全てにおいて有意差は
認められなかった。また M部は 1・2・4日目
に 5％水準で、3・5 日目は 1％水準で有意に
高かったが、6～7日目は有意差は認められな

かった。そして F部は 1～4日目、7日目に 1％
水準で、5・6日目は 5％水準で有意に低かっ
た。 
さらに圧力は、NTR 群の T 部と M 部は実験

1～7 日目の全てにおいて有意差は認められ
なかった。また F部は 1～3日目まで 5％水準
で有意に低く、4日目は有意差は認められず、
再び5～7日目まで5％水準で有意に低かった。 
 
(５）考察 
はじめに、圧力比について、TR 群の圧力比

は NTR 群のそれと比較すると、早期から変化
し、S 群に近づくことが示された。また、圧
力比は、実験 2日目から有意差があることか
ら、比較的早期に習得可能であり、開発した
教示方法の有効性は高い。 
次に、圧力について、TR 群における圧力の

習得状況にばらつきが見られ、習得に時間を
要すると考えられる。 
しかし、3 部位の中で注目すべき部位は、

TR 群の圧力が最も S 群に近づく F 部である。
T・M 部は、沐浴における児頭固定という看護
技術の専門書の記述の中で、母指と中指で両
耳介を押さえると明記された部位であるが、
F 部は、新生児全体を支えるための重心点で
ある。新生児全体の重さが 3kg 程あり、球形
に近い児頭を片手でバランスよく支えるた
めには、手指部だけでなく掌部を使用して支
持面積を広げ支持する必要があり、F 部は児
頭固定の早期習得に大きく影響を及ぼす重
要な部位と考える。絶対的な指標である圧力
と、相対的な指標である圧力比、つまり手の
力加減とバランスを総合して考えると、F 部
の手のバランスのとり方は、習得効果が実証
され、力加減は、習得時間を要したとしても
習得効果は、著明に現れる部位であると推測
される。 
また、今回開発した教示方法は看護教育技

法の中のシミュレーション技法に位置づけ
られる。シミュレーションの特徴は、すぐに
は習得できない技術やセンスを育てること、
複雑な実際の現象の中から本質的なものを
抽出して単純化することであり、日本の教育
において有効な技法として、30 年以上前から
多く用いられている。首がすわっていない新
生児の児頭をいかに適切に固定するかとい
うことが、安全で安楽な沐浴につながると考
えられるが、主要な看護学専門書の記述では、
どこを、手のどの部分を使って、どれくらい
の力加減で支持したらよいか、具体的な記述
に乏しく、初学者には理解しがたい。初学者
が早期に、そして適切に児頭固定のし方を習
得するためには、手の使用部位や力加減が具
体的に理解できる方法で教示することが必
要である。この練習装置は、初学者が手の使
用部位や力加減を視覚によって認識し、適切
な児頭固定が行うことができるよう手の力

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1 2 3 4 5 6 7

日数

圧
力
（ｋ
P
a） S群

TR群

NTR群

*　　P<0.05
**　P<0.01
NS　有意差なし**

NS

NS

NS NS

*
*

NS

NS

NS
NS

NS

NS NS

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

1 2 3 4 5 6 7

日数

圧
力
（ｋ
P
a） S群

TR群

NTR群

*　　P<0.05
**　P<0.01
NS　有意差なし

NS

NS NS NS

NS
NS

*

NS NS
NS

NS

NS
NS

NS

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

1 2 3 4 5 6 7

日数

圧
力
（
ｋ
P
a
）

S群

TR群

NTR群

*　　P<0.05

**　P<0.01

NS　有意差なし

NS

*

*
* * * **

*

NS

NS

NS

NS
NS



加減やバランスの修正を繰り返し、確認しな
がら調整ができるため、その有効性は高いと
考える。 
初めて育児を経験する現代の養育者につ

いて、持永［持永静代，看護教育，1986，27(9)，
566－571．；持永静代，看護教育．1986，27(6)，
636－641．］は、現代の若者は人や道具と関
わる経験に乏しいこと、手の運動機能低下や
不器用さが目立つと特徴づけている。したが
って、視覚フィードバック型の練習装置を取
り入れた教示方法は、このような背景を持つ
現代の養育者の教育に有効な手段であると
考えられる。さらに、この教示方法で児頭固
定のし方を早期に習得することで、養育者が
上手に沐浴を行うことにつながれば、我が子
に行う沐浴に対して安心感や自信を持つこ
とになり、養育者の心にゆとりが生まれる。
養育者が、早期から心にゆとりを持つことが
できれば、養育者自身の沐浴という技術のみ
に向けていた関心が子どもに向けられ、沐浴
をとおして我が子と触れ合うための楽しい
共有時間と成り得ると考える。 
 
(６)手部圧力以外に及ぼす影響および圧力
測定用具の再検討 
 その他、手部の圧力以外に影響を及ぼすと
考えられる児頭固定を行う時の手関節･肘関
節･肩関節の 3 箇所の角度を、ゴニオメータ
(バイオメトリクス社 DL900)を用いて計測し
た。S 群の被験者は、沐浴人形を胸の前で両
手把持した状態（以下、両手把持時と表記す
る）からベビーバスの中へ入れ、右手を離し
左手で児頭固定するまでの一連の動作を行
った。その結果、手関節における両手把持時
と児頭固定時の平均角度は、両手把持時では
垂直方向－21.2 度、水平方向 31.2 度、児頭
固定時では垂直方向 31.1 度、水平方向 46.6
度であった。また、肘関節における両手把持
時と児頭固定と気の平均角度は、両手把持時
では垂直方向－14.9 度、水平方向 70.0 度、
児頭固定時では垂直方向－19.6 度、水平方向
34.1 度であった。そして肩関節における両手
把持時と児頭固定と気の平均角度は、両手把
持時では垂直方向 37.6 度、水平方向－10.7
度、児頭固定時では垂直方向 36.2 度、水平
方向－28.3 度であった。尚、身長や上肢長と
3 部位の関節との間に相関はみられなかった。
さらなる研究課題として、これらの結果に基
づき関節角度教示用ゲージを作成し、圧力調
整用の練習装置と併用した児頭固定の教示
方法による効果を確認していく。 
 次に、圧力測定用具の再検討を行った。手
部の接触圧は、PSM 型超小型圧力センサの替
わりにさらに直接肌に触れても違和感が少
なく再現性の高いエアパック式センサ(エイ
エムアイテクノ AMI-3037-2)を用いて測定を
試みた。測定対象者は S 群 10 名で、エアセ

ンサの貼付部位は、PSM 型超小型圧力センサ
の貼付部位と同様の 3部位で測定手順につい
ても同様に行った。その結果、エアパック式
センサにおける S 群の平均圧力は、T 部
18.4±6.3kPa、 M 部 16.7±6.4kPa、 F 部
11.8±4.1kPa であった。被験者を個別でみる
と、T 部の圧力が M 部のそれよりも大きくな
る場合(ｎ=6)と反対に M部の圧力が T部のそ
れよりも大きくなる場合(ｎ=4)がみられた
が、この特徴は PSM 型超小型圧力センサを用
いた測定と同様の傾向がみられた。また、平
均圧力は F部が他の 2部位よりも低値を示し、
PSM 型超小型圧力センサによって計測した場
合よりも高値を示した。この原因は、測定系
としては校正値の取り方の違いが影響して
いるものと推察された。さらに実験時に特に
規定をしていなかった手首等の角度が影響
を及ぼした可能性も示唆された。本研究では、
PSM 型超小型圧力センサによる手部の圧力測
定指標を用いて模擬練習装置を用いた児頭
固定の教示方法の効果をみたが、エアパック
式センサはセンサパック内に充填された空
気の移動量を検出しているため、温度ドリフ
トや電気ノイズによる影響がほとんどない
ことが示された。ひずみゲージや感圧ゴムな
どを利用している従来の圧力センサの問題
点は、SN 比が悪いことであった。本研究のよ
うに温湯を用いる場合は、温度ドリフトの影
響が強いが、エアパック式センサを用いるこ
とで良好な結果が得られることが示された
ため今後に向けて発展させたい。 
 
(７)まとめ 
本研究は、熟練者の手掌部の圧力を定量的

に示し、沐浴時の児頭固定のための練習装置
を用いて初学者の児頭固定方法の習得効果
を検討した。これにより、F 部の手の力加減
やバランスのとり方は、具体的に理解でき早
期に習得が可能であり、開発した教示方法の
有効性は高い。また、練習装置を取り入れた
教示方法は時代背景に沿った養育者の教育
に応用可能である。 
 （謝辞：本研究にご協力・ご教示いただき
ました全ての皆様に深謝いたします） 
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